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図書館からのお知らせ

ふるさと出版への補助金を交付します
郷土に関する資料の出版活動を奨励し、地方文
化の活性化を図るため、土岐市の歴史や地理、文
化などに関する本を自費出版する方に補助金を交
付しています。出版を予定している方はぜひ活用
してください。

補助金額　印刷製本費の２分の１以内（上限20万円）
申込期限　10月31日（火）

日 月 火 水 木 金 土 開館時間
▶火～金曜日
10　：　00～19　：　00
▶土・日曜日、祝日
10　：　00～17　：　00

※変更があった場合は、
図書館HPやTwitter
でお知らせします
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私が紹介したいのは、『星と星座』という
図鑑です。
この図鑑は、星や星座、神話に興味のある
人にオススメです。私が特にオススメしたい
のは、第一章のギリシャ神話の章です。イラ
ストが多く、お話も一話ずつ分かりやすくま
とめてあるので、楽しく読むことができます。
他の章でも、星座のことが詳しく書いてあ
ったり、少しずつ「物知りコラム」や「世界
のお話」「豆知識」などものっていたりして、
さらに、星座のデータや天体写真もたくさん
のっているので、見たり読んだりしていると
時間を忘れてしまうほど楽しくなります。
『ＧＥＴ！ミッション』では、私は一問し
かまちがえなかったけど、お母さんはほとん
ど分かっていませんでした。
ぜひ、皆さんも家族でチャ
レンジしてください。この
本は一章一章がとても面白
いので、ぜひ一度読んでみ
てください。

京極　夏彦『いるのいないの』
（岩崎書店）
おばあさんの古い家で暮らす
ことになった『ぼく』。梁

はり

が渡
され、高い天井の上は真っ暗。
おばあちゃんは下の方は明るい
からいいよと言うけれど……。
怪談えほんシリーズです。

とっておきの一冊を紹介しますテーマ　　「怪異」

夏といえば怪談、怪異などを楽しむ方も多いのではない
でしょうか。怖い話が大好きな方はたっぷりと、苦手な方
は少しだけ、怖い話でぞっとしてみませんか。 と
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星と星座
総監修：永田美絵　監修：本間希樹
出版：KADOKAWA

山の怪と民俗研究会『山の怪異
譚』（河出書房新社）
登山家、民俗学者、学者、画
家、作家などさまざまな立場の
筆者たちが、特別怖がらせよう
とするわけでもなく淡々と山で
見聞きした話を語ります。日本
人の山への畏怖と郷愁が合わさ
った一冊です。

朝里　樹『世界のミステリーと
怪異366』(徳間書店)
UMAと怪人、古代文明、幽
霊・呪い、宇宙・自然の神秘、
歴史のミステリーなど、さまざ
まな不思議と謎に迫る本です。
有名な話から未知の話まで、こ
の本をきっかけに調べてみては
いかがでしょうか。

※９月25日（月）から10月２日（月）は、蔵書点検のため休館します。返却
ポストは利用することができます。

9月の休館日 休館日


